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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「ある画像（静止画又は動画）」が表示
される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での任意の
箇所もしくは領域の指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置
大型表示装置に表示される又は表示されている前記『ある画像』の中の『視聴者により指
示もしくは選択された一部』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項２】
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　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大
型表示装置の画面上での特定の人物又は特定のキャラクタの指示もしくは選択に基づいて
、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前
記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の『視聴者により指示もしくは選択された特
定の人物又は特定のキャラクタ』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手
段と、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項３】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、視聴者の指定・選択もしくは操作に基づいて、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又
は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の『特定の人物又は特定
のキャラクタ』を略中心とする画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項４】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大
型表示装置の画面上での特定の人物又は特定のキャラクタの指示もしくは選択に基づいて
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、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前
記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記視聴者により指示もしくは選択された
『特定の人物又は特定のキャラクタ』を拡大した画像（静止画又は動画）」を表示させる
ための連携手段と、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項５】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「ある画像（静止画又は動画）」が表示
される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での任意の
箇所もしくは領域の指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置
大型表示装置に表示される又は表示されている前記『ある画像』の中の『視聴者により指
示もしくは選択された一部』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項６】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者が前記据置大型表
示装置の画面上に表示されている複数の人物又は複数のキャラクタの中から自分の希望す
る特定の人物又は特定のキャラクタを選択するための操作を行うことに基づいて、前記手
元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数
の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記視聴者により選択された『特定の人物又は特定
のキャラクタ』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項７】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
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　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、視聴者の指定・選択もしくは操作に基づいて、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又
は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の『特定の人物又は特定
のキャラクタ』を略中心とする画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項８】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者が前記据置大型表
示装置の画面上に表示されている複数の人物又は複数のキャラクタの中から自分の希望す
る特定の人物又は特定のキャラクタを選択するための操作を行うことに基づいて、前記手
元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数
の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記視聴者により選択された『特定の人物又は特定
のキャラクタ』を拡大した画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項９】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者が前記据置大型表
示装置の画面上に表示されている複数の人物又は複数のキャラクタの中から自分の希望す
る特定の人物又は特定のキャラクタを選択するための操作を行うことに基づいて、前記手
元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数
の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記視聴者により選択された『特定の人物又は特定
のキャラクタ』を略中心とする画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項１０】
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　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「ある画像（静止画又は動画）」が表示
される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での任意の
箇所もしくは領域の指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置
大型表示装置に表示される又は表示されている前記『ある画像』の中の『視聴者により指
示もしくは選択された一部』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項１１】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「ある画像（静止画又は動画）」が表示
される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での任意の
箇所もしくは領域の指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置
大型表示装置に表示される又は表示されている前記『ある画像』の中の『視聴者により指
示もしくは選択された一部』の画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と
、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【請求項１２】
　「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレビ
放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インターネ
ットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワー
クを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示するた
めに、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据え
置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型の
表示画面を有する据置大型表示装置と、
　視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される、小型の表示画面を有する手元小型表示
装置と、
　前記手元小型表示装置の表示内容と前記据置大型表示装置の表示内容とを連携させるた
めの連携手段であって、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画
像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者による前記据置大
型表示装置の画面上での特定の人物又は特定のキャラクタの指示もしくは選択に基づいて
、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前
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記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の『視聴者により指示もしくは選択された特
定の人物又は特定のキャラクタ』の画像」を表示させるための連携手段と、
を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、居間に置かれた大型テレビで画像を見ながら、より詳細な関連情報などの他
の関連する画像などを視聴者の手元又は近傍で見るのに適した、複数連携型表示システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近は、デジタル技術・情報通信技術の進展に伴って、「画像と文字が混合された画面
（画像と文字を含む画面）」を見る機会が増えている。
　例えば、テレビ放送の電波の隙間を使って、番組内容に関連したデータを多重化してパ
ソコン向けに送信するデータ放送を受信して、テレビ番組とその関連情報を見る場合は、
「画像と文字が混合した画面」が表示されたり、「親画面の中に「窓」状の子画面が表示
される場合」が生じる。
　また、大画面上に小型の画面を映し出す「ピクチャー・イン・ピクチャー（ＰＩＰ）」
機能を搭載したテレビが発売されているが、このＰＩＰ機能付きのテレビで見る場合は、
例えば、大画面に迫力のある映像が表示され、小型の画面にその映像に関連した詳細情報
が表示されることがあり、これも、「画像と文字が混合された画面」「大画面（親画面）
の中に小画面（子画面）が表示される場合」の一種である。
　また、テレビでインターネットのホームページを閲覧できる「インターネット・テレビ
」も最近は市販されている。このインターネットのホームページは、そのリンク先のホー
ムページに瞬時に切り替えられることを主な特徴としている。ホームページの情報は、そ
の多くが、「画像と文字が混載された画面」となっている。　以上のように、最近は、居
間（リビング）に置かれた「画像と文字が混合された画面」
、「大画面（親画面）の中に小画面（子画面）が表示された画面（ピクチャー・イン・ピ
クチャー）」、インターネットのホームページなどを見る機会が増えている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来より、居間で視聴者が約２～３ｍ程度離れて見る「居間（リビング）文化」（家族
団欒で楽しむ）の据置型テレビと、オフィスや書斎で机上で視聴者が３０ｃｍの距離から
見る「書斎文化」（個人のツールである）のパソコンとは、簡単には融合できない、と言
われて来た。また、同じ文脈で、テレビは居間で受動的にリラックスして見るもの、パソ
コンは書斎・個室・職場で能動的に緊張して使うものともと言われる。さらに、同じ文脈
で、テレビは居間のソファで背中をもたれかけて（リラックスして）見る、パソコンはデ
スクで背中を丸めて使う、とも表現されている。
【０００４】
　また、インターネットのホームページの内容によっては、視聴者から離れた大型の表示
システムで見るのに適したタイプＡのものと、視聴者の近傍又は手元の比較的小さい表示
システムで見るのに適したタイプＢのものとがある。ホームページを次々とリンクして行
くと、前記のタイプＡのものと前記タイプＢのものが次々とランダムに現れる。そのため
、前記の据置型テレビだけで見る場合は、タイプＢの情報が見にくい。他方、前記のパソ
コンだけで見る場合は、タイプＡの情報を十分に楽しめない（例えば、パソコンでは、タ
イプＡの情報を、家族などの大勢で見ることができないので、十分に楽しめない）。この
ように、据置型テレビのみでも、またパソコンのみでも、いろいろな点で視聴者の使い勝
手が悪い、という問題がある。
【０００５】
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　また、サッカーなどの団体スポーツの試合の中継番組、劇場からの演劇中継番組、音楽
演奏グループのコンサート中継番組などを、居間の大型テレビで見ているときに、視聴者
は、団体スポーツの中の一人の選手、演劇の中の一人の俳優、音楽演奏グループの中の一
人のメンバーのみの顔を追跡して見ていたい（その「一人」を自分がファンとして慕って
いる場合）と希望することがある。しかし、居間に置かれた大型テレビは、家族全員が共
有して楽しむものであるから、自分一人だけの好みを優先して前記の一人の顔をずっとそ
の大型テレビに写して置く訳にはいかない（家族の他のメンバーに迷惑になるため）。
【０００６】
　また、家族で居間の据置型テレビで同様の中継番組を見ているとき、家族の中の一人が
、ある選手や俳優のプロフィールを見たいと希望しても、据置型テレビの画面に例えば「
子画面」としてプロフィールを表示させることは、他の家族に迷惑になってしまう。とい
うのは、親子２画面方式のテレビ（テレビジョン受信機）を使用する場合、「親画面」の
中に「窓」状の「子画面」を表示させるのは、「親画面」に集中して見ている人の妨げに
なる（「子画面」が「親画面」を集中して鑑賞するための障害となる）ためである。その
ため、家族の一人がある選手や俳優のプロフィールを見たいと思っても、他の家族の迷惑
になるので、なかなか実行しずらいという問題がある。
【０００７】
　また、例えば、視聴者から２～３ｍ離れた場所の据え置かれた大型の表示システムに表
示された画面の内容と関連する情報（より詳細な情報、関連する他の情報、画面の一部を
拡大して表示する映像、画面の中の特定の人物を拡大して表示する映像、他のカメラアン
グルで撮像した映像、時間軸において関連する情報（例えば現在より少し前の時点の静止
画やリピート再生画像）など）は、視聴者の手元又は近傍で見られるようにすることが望
ましい。
【０００８】
　本発明の課題・目的は、視聴者が、比較的離れた位置にある据置大型表示装置で「或る
画像」を視聴しながら、手元又はその近傍にある手元小型表示装置で「前記画像の『一部
』の画像」又は「前記画像中の複数の人物又はキャラクタの中の特定の人物又はキャラク
タの画像」を容易に視聴できるようにすること、である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　「本願の特許請求の範囲に記載された発明」は、次のとおりである。
１．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「ある画像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、視聴者に
よる前記据置大型表示装置の画面上での任意の箇所もしくは領域の指示もしくは選択に基
づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されて
いる前記『ある画像』の中の『視聴者により指示もしくは選択された一部』の画像（静止
画又は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連携型
表示システム。
２．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
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ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での特定の人物又は特
定のキャラクタの指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大
型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の
中の『視聴者により指示もしくは選択された特定の人物又は特定のキャラクタ』の画像（
静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連
携型表示システム。
３．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、視聴者の指定・選
択もしくは操作に基づいて、前記据置大型表示装置に「複数の人物又は複数のキャラクタ
の画像（静止画又は動画）」が表示される又は表示されているとき、前記手元小型表示装
置に、「前記据置大型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複
数のキャラクタ』の中の『特定の人物又は特定のキャラクタ』を略中心とする画像（静止
画又は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連携型
表示システム。
４．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、視聴者による前記据置大型表示装置の画面上での特定の人物又は特
定のキャラクタの指示もしくは選択に基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大
型表示装置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の
中の前記視聴者により指示もしくは選択された『特定の人物又は特定のキャラクタ』を拡
大した画像（静止画又は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴と
する、複数連携型表示システム。
５．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
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、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、視聴者が前記据置大型表示装置の画面上に表示されている複数の人
物又は複数のキャラクタの中から自分の希望する特定の人物又は特定のキャラクタを選択
するための操作を行うことに基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装
置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記
視聴者により選択された『特定の人物又は特定のキャラクタ』の画像（静止画又は動画）
」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連携型表示システム
。
６．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、視聴者が前記据置大型表示装置の画面上に表示されている複数の人
物又は複数のキャラクタの中から自分の希望する特定の人物又は特定のキャラクタを選択
するための操作を行うことに基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装
置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記
視聴者により選択された『特定の人物又は特定のキャラクタ』を拡大した画像（静止画又
は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連携型表示
システム。
７．「通信衛星（ＣＳ）からの電波若しくは地上波放送局や放送衛星（ＢＳ）からのテレ
ビ放送用電波により、有線テレビ（ＣＡＴＶ）放送用のケーブルにより、又は、インター
ネットなどに用いられる通信回線により、送られてくる番組」又は「外部の通信ネットワ
ークを介して又は外部の記録装置から、取り込んだ又は送信されてくる情報」を表示する
ために、家庭の居間や映画館や公共施設などにおいて、視聴者の手元から離れた位置に据
え置かれて（建物の壁や天井などに備え付けられている場合をも含む）使用される、大型
の表示画面を有する据置大型表示装置と、視聴者の手元又はその近傍の位置で使用される
、小型の表示画面を有する手元小型表示装置と、前記手元小型表示装置の表示内容と前記
据置大型表示装置の表示内容とを連携させるための連携手段であって、前記据置大型表示
装置に「複数の人物又は複数のキャラクタの画像（静止画又は動画）」が表示される又は
表示されているとき、視聴者が前記据置大型表示装置の画面上に表示されている複数の人
物又は複数のキャラクタの中から自分の希望する特定の人物又は特定のキャラクタを選択
するための操作を行うことに基づいて、前記手元小型表示装置に、「前記据置大型表示装
置に表示される又は表示されている前記『複数の人物又は複数のキャラクタ』の中の前記
視聴者により選択された『特定の人物又は特定のキャラクタ』を略中心とする画像（静止
画又は動画）」を表示させるための連携手段と、を備えたことを特徴とする、複数連携型
表示システム。
【００１０】
本発明が生み出された経緯
　居間に置かれる壁掛けテレビなどの大型の据置型の表示装置は、家族全員で共用して見
る（家族団欒で見る）のに適しており、視聴者が、表示画面から約２～３ｍ離れた位置か
ら、テレビ番組などを見るのに適している。他方、パーソナルコンピュータ（パソコン）
、ＰＤＡ（情報携帯端末）などの小型の携帯型の表示装置は、各人が個人的に利用するの
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に適しており（個人で使う「パーソナル・メディア」である）、視聴者が、その手元又は
近傍で、新聞情報などの文字・画像情報をその手元又は近傍で見るのに適している。
【００１１】
　このようなことから、本発明者は、居間に置かれる大型の据置型表示装置と、個人が手
元で使用する小型の（特に携帯型の）表示装置とでは、その表示される内容に適不適があ
ると考えた。すなわち、居間に置かれる大型の表示装置には、家族が全員で共用して楽し
め、且つ約２～３ｍ離れて見るのに適した従来のテレビ番組などの内容を表示するのに適
している。他方、視聴者個人の手元に置かれる小型の（特に携帯用の）表示装置は、視聴
者が個人的に（家族全員ではなく）利用する情報を表示するのに適している。そこで、本
発明者は、両者の特性を合わせ発揮できる「複数連携型表示システム」が今後必要になる
と考えた。
　具体的には、従来のテレビの機能を、「親機」（住宅の居間に、視聴者から２～３ｍ離
れた位置に置かれる、据置型の大型のテレビ）と「子機」（視聴者の手元に置かれる、で
きれば携帯可能な小型のテレビ）とに、ハードウェア的に分離する。そして、例えば、従
来のＰＩＰ（ピクチャーインピクチャー、親子２画面表示）機能を有するテレビの親画面
と子画面を、それぞれ、親機と子機とに分担させよう、とするものである。というのは、
従来のＰＩＰ機能のテレビ画面を見る限り、子画面に表示されている画面は、テレビショ
ッピングの注文画面やスポーツ選手の戦績データなどが多い。そのため、このような子画
面のデータは、視聴者の手元の「子機」に表示させる方が望ましいからである。
【００１２】
「本願の特許請求の範囲に記載された発明そのもの」ではないが、本明細書が開示する発
明の内容
　本発明による複数連携型表示システムは、据置大型表示装置の表示画面の内容と手元小
型表示装置の表示画面の内容とを互いに連動させること、また、据置大型表示装置と手元
小型表示装置とがそれらの画面表示する内容及び役割を互いに分担して行くことを特徴と
するものであり、例えば次のようなものである。
１．視聴者の居る場所から比較的離れた位置に据え置かれて使用され、「テレビ放送によ
り送られてくる情報」に基づいて、主として画像から成る番組のコンテンツを表示するた
めの比較的大きな画面表示部を有する、大型且つ据置型の据置大型表示装置（親機）と、
視聴者の手元又は近傍で使用され、文字又は画像を表示するための比較的小さな画面表示
部を有する、小型の手元小型表示装置（子機）と、前記親機による表示内容とリアルタイ
ムに又はほぼリアルタイムに連携・連動した内容を、前記子機の画面表示部に表示させる
ための連携手段と、を含むことを特徴とする、複数連携型表示システム。
【００１３】
　なお、本発明において、「据置型」という用語は、「重量が大きいため、又は、住宅な
固定されているため、容易に動かせない（非携帯型）」というような意味で使用されてお
り、この「据置型」には、居間などのフロアの上に据え置かれるタイプ、居間などの内壁
に掛けられる壁掛けタイプ、居間や寝室などの天井に備え付けられるタイプ、又は、居間
や寝室などにおいて天井と壁とフロアとの間を相互に移動させられるタイプなどをも含む
ものである。
【００１４】
　また、本発明においては、前記子機は、視聴者が自由に持ち運びできる携帯型であるこ
とが望ましい。しかし、前記子機は「視聴者の近傍又は手元で使用できるもの」であれば
、「携帯型のもの」でなくてもよい。例えば、子機は、視聴者が使用する「テーブル」（
食卓など）に内蔵された表示装置などでもよい。すなわち、４人用の食卓用テーブルに子
機が内蔵され、そのテーブルの中央に子機の画面表示部が露出しているものも、本発明の
「子機」に含まれる。このようなテーブルに子機を内蔵させた構成によれば、例えば、家
族の４人が据置型の大型テレビで競馬の実況中継番組を見ながら、テーブルの中央の子機
の画面表示部に表示された馬券購入画面を利用して馬券をオンラインで注文することがで
きる。また、家族がテーブルに座って、据置型の親機の画面でカタログ販売の商品の紹介
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の番組を見ながら、テーブルに備えられた子機の画面表示部に、商品注文用の画面や電子
決済用の画面を表示させて、商品の注文や電子マネーによる商品代金の支払いを行うこと
などもできる。
【００１５】
　また、このように、子機をテーブルなどに内蔵させた場合は、子機と親機との接続は無
線でなく有線で行うようにしてもよい。つまり、本発明においては、子機は、無線により
親機と連携するようにすることが多くの場合は望ましいが、子機に表示すべき内容のデー
タを、親機又はホームサーバーなどから、有線送信で、子機に送信するようにしてもよい
。
　すなわち、上記の１の発明においては、子機が親機と無線で接続されていることが望ま
しい。しかし、子機と親機とは、必ずしも、無線で接続させていなくてもよい。なぜなら
、一つの家庭についてホーム・サーバー（データ管理用コンピュータ）を設置して、放送
電波又は外部の通信ネットワークからの放送又は送信された情報を、全て、いったん、こ
のホーム・サーバーに取り込むようにし、その後、このホーム・サーバーが、親機と子機
が互いに連携した情報を表示できるように、親機と子機にそれぞれ情報を送る（再配信す
る）ようにしてもよいからである。この場合は、子機はホーム・サーバーと無線又は有線
で接続され、親機もホーム・サーバーと無線又は有線で接続される。つまり、本発明では
、親機と子機との間で直接にデータをやり取りさせることが可能であるが、ホーム・サー
バーを使用する場合は、親機と子機との間で直接にデータをやり取りさせることなくホー
ム・サーバーを介してデータをやり取りさせるようにしてもよい。
【００１６】
　また、本発明においては、前記の「小型の子機」には、ＨＭＤ（ベッドマウントディス
プレイ）も含む。なお、このＨＭＤは、メガネ型、ゴーグル型、ヘルメット型など、ディ
スプレイを視聴者の頭部又は顔に支持するようにしたものである。
【００１７】
　また、本発明においては、子機は複数台でもよい。例えば、家族４人が居間で一つの据
置型の大型テレビを見ながら、家族４人がそれぞれ子機を手元に置いて、自分の好みや希
望に応じた内容の画面を子機に表示させるようにしてもよい。また、前記の食卓用のテー
ブルに子機を内蔵させ、テーブルの上面の４人が座る位置に対応する４カ所の部分に、そ
れぞれ、子機の画面表示部を露出させるようにしてもよい（この場合は、計４個の画面表
示部がテーブルに形成される）。
【００１８】
　また、本発明においては、前記子機は、前記親機用のリモートコントローラ（遠隔から
赤外線信号などを送信して、テレビなどの表示装置の電源のＯＮ／ＯＦＦやチャンネルの
切換えを行うための携帯機器）と機器としては一体に構成してもよい。すなわち、テレビ
などの表示装置の電源のＯＮ／ＯＦＦやチャンネルの切換えを行うために視聴者が制御情
報を入力するための入力装置と、この制御情報を無線送信するための送信装置と、映像を
表示するための表示装置と、外部から映像情報を受信するための受信装置とを、「リモコ
ン」として、一つの筺体（例えば、ノート型、手帳型の情報機器）の中に備えたものを構
成してもよい。
【００１９】
　なお、本発明において、上記１．の親機が表示する番組を示す情報である「テレビ放送
により送られてくる情報」には、デジタル衛星放送や地上波などのテレビ放送電波により
送られてくる情報、ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）すなわち有線テレビ放送により送られて
くる情報、インターネットの「プッシュ型技術」「放送型インターネット」）により自動
配信されてくる情報、インターネットのホームページからそこにアクセスした視聴者の通
信端末へ連続的に送られてくるコンサート（演奏会）やスポーツの試合などの生中継の番
組などの情報、などをも含むものである。特に、本発明では、「テレビ放送局やインター
ネット放送局から連続的に送られてくる情報」が親機に表示される場合を、その使用の典
型的な場合としている。
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　なお、本発明において、「テレビ」とは、「画像又は文字を電気信号又は光信号などの
信号に変換して、それを電波やケーブルなどを介して視聴者側に送り、視聴者側で前記の
画像又は文字を再生する放送・通信の方式に基づいて、前記の画像や文字を再生するため
の受像機又は受信機」である。
【００２０】
　すなわち、本発明において、上記の「テレビ放送により送られてくる情報」とは、テレ
ビ放送（地上波テレビ放送、衛星デジタルテレビ放送）の電波（地上波テレビ電波や衛星
テレビ電波の隙間を利用してデータを放送する「データ放送」で利用される「テレビ電波
の隙間（ＶＢＩ＝Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｂｌａｎｋｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）」をも含む
）、インターネットの「プッシュ技術」を利用した「インターネット放送局」から個々の
視聴者の通信端末（コンピュータ端末）に自動配信（送信）されてくる情報、インターネ
ットのサイト（ホームページ）から視聴者の端末に連続的に送信される番組（例えばコン
サートの生中継映像）、などを指している。
　なお、上記のインターネットの「プッシュ（ｐｕｓｈ）技術」（「放送型インターネッ
ト」「インターネット放送」とも呼ばれている）とは、視聴者からのアクセスを待つこと
なく、インターネットで情報を積極的に視聴者に配信するための仕組みのことである。
【００２１】
２．上記１において、前記連携手段は、前記親機が、その表示画面のほぼ全体に比較的大
きい画像を表示し、その表示画面の一部に比較的小さい文字を表示しているとき、前記子
機の画面表示部に、前記の親機に表示されている文字の部分を、比較的大きく表示させる
ものである、複数連携型表示システム。
　なお、本発明においては、子機を親子画面表示機能を有するものとし、子機の「親画面
」に前記の文字の部分を比較的大きく表示すると共に、子機の「子画面」に前記の親機の
表示内容と同じ内容を表示するようにしてもよい。
　また、本発明においては、子機の画面に、前記の「文字の部分」を比較的大きく表示す
ると共に、前記の「文字の部分」の「背景画面」に（前記の「文字の部分」の「背景画面
」として）、前記の親機の表示内容と同じ内容（映画の画像など）を表示するようにして
もよい。　これらのようにすれば、視聴者は、子機の画面を見るだけで、親機の表示内容
も知ることができる。
【００２２】
　本発明において、親機の「表示画面の一部に比較的小さい文字」が表示される場合とは
、例えば、洋画の字幕スーパー（テロップ）、外人へのインタビュー番組の中での会話の
翻訳の字幕（テロップ）、テレビ電波の隙間を利用した文字放送による文字、通常のテレ
ビ番組の中で地震や災害などの緊急情報を知らせるための字幕（テロップ）、報道番組の
中で報道事件の解説を行うときに解説者が使用するフリップ（文字を表示した看板・ボー
ド）、などがある。
　なお、テレビ電波の隙間に文字情報を乗せて放送する「文字放送」は、日本では１２年
前から開始されている。文字放送受信チューナーを内蔵したテレビなら、字幕放送などが
見られるようになっている。この字幕放送は、現在、日本でも実施されている。また、テ
レビ放送だけでなく、ラジオのＦＭ放送でも、文字情報や道路交通情報を電波で配信して
いる（いわゆる「見えるラジオ」）。
　また、テレビ電波の隙間にデジタル化したデータ信号を重ねて伝送するサービス（日本
でも１２年前から実用化されている従来のテレビの「文字放送」と同じように、テレビの
電波の隙間を使用してデータを送る「データ多重放送サービス」）である「データ放送」
は、既に複数の企業により開始されている。
【００２３】
　前記の報道番組などで使用されるフリップ（字幕）やテロップの内容は、他の画像（ニ
ュース・キャスターや解説者の画像など）と区別できるデジタルデータとして送信されて
いれば、子機に、そのフリップやテロップを大きく表示させることは容易である。しかし
、前記フリップやテロップが前記画像とアナログデータとして混合されていれば、両者を
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区別することはかなり難しい。しかし、その場合でも、文字部分のみを自動認識して文字
データ（テキストデータ）に変換する技術（既に、開発されている）があれば、文字部分
のみを子機に大きく表示させることは可能である。そして、このような技術は、既に、開
発されている。
　また、音声をそのまま文字に自動変換する技術により、テレビで外国語によるインタビ
ューが行われているときに、その翻訳文をリアルタイムに字幕表示することも可能になる
。もちろん、日本語でインタビューが行われているとき、その言葉を日本語でリアルタイ
ムに字幕表示することも可能であり、これは聴覚障害者のために有用である。
【００２４】
３．上記１において、前記連携手段は、前記親機がある画像を表示しているとき、前記子
機の画面表示部に、「前記の親機の画像に関連する情報であって、インターネット上のホ
ームページの情報」などの前記の親機の画像に「関連する情報」を、表示させるものであ
る、複数連携型表示システム。
　本発明においては、前記親機は、視聴者が希望する情報を提供できる双方向型（インタ
ラクティブ）の放送・通信サービス機能を有するものであることが望ましい。
　また、本発明においては、子機に親子画面表示機能を備えさせておき、子機の「親画面
」に前記の「関連する情報」を表示しながら、子機の「子画面」に親機の表示内容と同じ
情報を表示するようにしてもよい。このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と
子画面）を見るだけで、親機の表示内容をも知ることができる。
【００２５】
　前記の「関連するインターネット上のホームページの情報」の提供は、インターネット
でリンクされたホームページの情報をブラウザーにより閲覧することにより、可能である
。また、インターネットの「プッシュ（ｐｕｓｈ）型技術」の利用、インターネットの「
マルチキャスト技術」によるデータ配信の利用によっても、可能である。
【００２６】
４．上記１において、前記親機は、親子画面表示機能（２画面方式など）を有するもので
あり、前記連携手段は、前記親機が、比較的大きく表示された「親画前」を表示すると共
に、その親画面の中で「窓」のように開かれた領域に比較的小さな「子画面」を同時に表
示しているとき、前記子機の画面表示部に、前記の親機の「子画面」の内容を、比較的大
きく表示させるものである、複数連携型表示システム。
　なお、本発明においては、子機にも親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面
」には前記の親機の「子画面」の内容を表示させながら、子機の「子画面」には前記親機
の「親画面」の内容をそのまま表示させるようにしてもよい。つまり、この場合は、親機
と子機のそれぞれの「親画面」の内容と「子画面」の内容とが、互いに逆転する関係にな
る。このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだけで、親機の
親画面の内容をも同時に知ることができる。
【００２７】
　この４の発明は、従来のピクチャーインピクチャー機能（ＰＩＰ機能。親子画面表示機
能）を持つテレビ（２画面方式のテレビジョン受信機など）において、親画面の中に子画
面が「窓」（ウインドウ）のように開かれているが、この子画面を、視聴者の手元の子機
に大きく表示させて、視聴者が容易に見れるようにする（従来のＰＩＰ機能により据置型
テレビに表示される子画面は、据置型テレビが視聴者から２～３ｍ程度離れて設置されて
おり、その上に、子画面のサイズが小さいため、視聴者（特に近視の人）にとって、はっ
きりとは見えにくいという問題があった）、というものである。また、この４の発明では
、子機に前記親機の「子画面」を表示させることができるので、前記親機の「子画面」は
、親機に表示させ続けてもよいが、あえて表示させ続けなくても不都合はなくなる。よっ
て、この４の発明によれば、親機に前記の「子画面」を表示させたままにしておく必要が
なくなる（子機に親機の「子画面」の内容が表示された時点から、親機からは「子画面」
を消すようにしてもよい）ので、親機の画面に「窓」がなくなり、親機の画面の全体を、
視聴者に見やすく視聴者が集中して鑑賞しやすいものにすることができる。すなわち、従
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来のＰＩＰ機能により一つのテレビの表示部に表示された親画面の中に「窓」のように子
画面を表示させる場合は、「窓」の存在が、視聴者が親画面の全体を集中して鑑賞する際
の妨げになる、という問題があったが、本発明によりこのような問題が解消できるように
なる。
【００２８】
５．上記１において、前記連携手段は、前記親機が複数の人物を含む動画像を表示してい
るとき、前記子機の画面表示部に、前記親機の画面に表示されている人物であって「視聴
者から指定された特定の人物の画像」を、比較的大きく表示させるものである、複数連携
型表示システム。　本発明は、例えば、複数人を一緒に撮像した映像と、各人を撮像した
映像とが一緒に放送又は送信されて来て、親機には「複数人を一緒に撮像した映像」が表
示されているとき、子機に、「視聴者が指定した特定の人物の映像」を表示させる、とい
うものである。
　なお、本発明においては、子機に親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面」
には前記の「視聴者が指定した特定の人物の映像」を表示させながら、子機の「子画面」
には前記親機の表示内容（「複数人を一緒に撮像した映像」）をそのまま表示させるよう
にしてもよい。このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだけ
で、親機の表示内容をも同時に知ることができる。
【００２９】
６．上記１において、前記連携手段は、前記親機が、ある対象を複数のカメラ・アングル
で撮像して得られた映像の中のあるカメラ・アングルで撮像された映像を表示していると
き、前記子機の画面表示部に、前記親機の画面に表示されている映像のカメラ・アングル
とは異なる「他のカメラ・アングルで撮像された映像」を、表示させるものである、複数
連携型表示システム。
　本発明は、例えば、野球などのスポーツ試合の中継番組などで既に行われている「マル
チ・カメラアングル放送・送信」などにおいて、親機の画面表示部に、あるカメラアング
ルからの映像が表示されているとき、子機の画面表示部には、他のカメラアングルからの
映像を同時に表示させる、というものである。
　なお、本発明においては、子機に親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面」
には前記の「視聴者が希望したカメラ・アングルから撮像した映像」を表示させながら、
子機の「子画面」には前記親機の表示内容（例えば、テレビ局が選択したカメラ・アング
ルから撮像した映像）をそのまま表示させるようにしてもよい。このようにすれば、視聴
者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだけで、親機の表示内容をも同時に知ること
ができる。
　なお、前記の「マルチ・カメラ・アングル放送」を実現する一つの方法としては、一つ
の番組を複数のチャンネルで提供するというものがある。例えば、野球やサッカーの中継
では、現在カメラの切り替えは放送局で行っているが、個々のカメラでとらえた映像を、
それぞれ別のチャンネルに流すようにすれば、視聴者は、自分でチャンネルを切り替える
ことにより、それぞれのシーンを自分が望む角度（カメラ・アングル）から見れるように
なる。
【００３０】
７．上記１において、前記連携手段は、前記親機がある動画像を表示しているとき、前記
子機の画面表示部に、前記親機が表示した画像の中の「一部」であって視聴者から指定さ
れた「画像の一部」を、比較的大きく表示させるものである、複数連携型表示システム。
　本発明は、例えば、ビットマップディスプレイ（情報をドット単位で表示する方式）方
式の親機にある画像が表示されているとき、視聴者が指定したある領域（画面の一部）の
ビットマップに係る画像のみを、子機にリアルタイムに表示させる、というものである。
　なお、本発明においては、子機に親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面」
には前記の「視聴者が指定した画面の一部」を大きく表示させながら、子機の「子画面」
には前記親機の表示内容（親機の表示画面の全体）をそのまま表示させるようにしてもよ
い。このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだけで、親機の
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表示内容の全体をも同時に知ることができる。
【００３１】
８．上記１において、前記連携手段は、前記親機がある動画像を表示している最中に、前
記子機に、前記親機により表示された動画像の中の「視聴者が指定した時点における画像
」を「静止画像」として表示させるものである、複数連携型表示システム。
　この８の発明においては、前記親機に表示された動画像の中の「ひとこま」を示す画像
又はその一部を、前記子機に静止画像として表示するようにしている。本発明では、例え
ば、親機、子機又はホームサーバーなどに備えられたハードディスクやＤＲＡＭ（ダイナ
ミック・ランダム・アクセス・メモリ）などの記録装置に、親機に表示される動画像をリ
アルタイムに記録させていき、視聴者からの指示に基づいて、ある時点の画像を静止画像
として子機に表示するものである。
　なお、本発明においては、子機に親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面」
には前記の「視聴者が指定した静止画像」を大きく表示させながら、子機の「子画面」に
は前記親機の表示内容（現在進行中の動画像）をそのまま表示させるようにしてもよい。
このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだけで、親機の表示
内容をも同時に知ることができる。
【００３２】
９．上記１において、前記連携手段は、前記親機がある動画像を表示している最中に、前
記子機に、前記親機により表示された動画像の中の「視聴者が指定した時点以降の動画像
」を再生させるものである、複数連携型表示システム。
　この９の発明においては、前記親機が前記動画像を表示している最中に、前記親機に表
示された画面の全体の動画像を又は前記画面の一部の動画像を、前記子機に、リピート（
巻き戻し・再生）して表示させるようにしている。本発明では、例えば、親機、子機又は
ホームサーバーなどに備えられたハードディスクやＤＲＡＭ（ダイナミック・ランダム・
アクセス・メモリ）などの記録装置に、親機に表示される動画像をリアルタイムに記録さ
せていき、視聴者からの指示に基づいて、ある時点からの画像をリピート（再生）するよ
うに子機に表示するものである。
　なお、本発明においては、子機に親子画面表示機能を持たせておき、子機の「親画面」
には前記の「視聴者が指定した時点からのリピート動画像」を大きく表示させながら、子
機の「子画面」には前記親機の表示内容（現在進行中の動画像）をそのまま表示させるよ
うにしてもよい。このようにすれば、視聴者は、子機の画面（親画面と子画面）を見るだ
けで、親機の表示内容をも同時に知ることができる。
【００３３】
　なお、上記の２から７までの発明は、親機による画面と「データ的な親子関係（関連）
」を有する画面を子機で表示する、というものである。これに対して、上記の８及び９の
発明は、親機の画面と「時間的な又は時間軸の親子関係（関連）」を有する画面（例えば
、親機の画面に対して時間的に遅れた画面）を子機で表示する、というものである。
【００３４】
１０．以上に説明した上記１～９に記載した発明は、親機に「テレビ放送により送られて
くる情報」を表示させる場合である。ここで述べる１０の発明では、それ以外の、「外部
の通信ネットワーク又は外部の記録装置から取り込んだ情報」を親機に表示させる場合、
である。すなわち、この１０の発明は、次のとおりである。
１０．視聴者の居る場所から比較的離れた位置に据え置かれて使用され、外部の通信ネッ
トワークから取り込んだ情報や外部の記録装置から取り込んだ情報などの外部から取り込
んだ情報に基づいて、主として画像から成る番組のコンテンツを表示するための比較的大
きな画面表示部を有する、大型且つ据置型の親機と、視聴者の手元又は近傍で使用され、
文字又は画像を表示するための比較的小さな画面表示部を有する、小型の子機と、前記親
機による表示内容とリアルタイムに又はほぼリアルタイムに連携・連動した内容を、前記
子機の画面表示部に表示させるための連携手段と、を含むことを特徴とする、複数連携型
のテレビ・システム。
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【００３５】
　本発明の実施例としては、例えば、次の（ａ）～（ｆ）などの場合がある。
（ａ）インターネットのホームページの情報（英文の情報）にアクセスしてブラウザ（閲
覧用ソフトウェア）で閲覧して取り込んで（引き出して）（「プル型＝ｐｕｌｌ型」のイ
ンターネット（「プッシュ型＝放送型」のインターネットではなく））、親機に表示させ
ながら、その英文の中のある英単語の意味を、コンピュータ端末に内蔵された英語辞書ソ
フトウェアにより引き出して、その英単語の意味を子機に表示させる場合。
（ｂ）インターネットのホームページの情報をブラウザで閲覧して親機に表示させながら
、そのホームページのリンク先のホームページの情報を子機に表示させる場合。
（ｃ）商用データベースを検索して、その検索出力データを親機に表示しながら、その検
索出力データの中のある用語の意味を辞書ソフトウェアで調べてその結果を子機に表示す
る場合。
（ｄ）ＤＶＤ（デジタル・ビデオ・ディスク）やＣＤ－ＲＯＭに記録された百科事典を読
み取ってその読み取った情報（このようなＣＤ－ＲＯＭなどの外部記録装置に記録された
情報も、親機からみれば、「外部（すなわち、ＣＤ－ＲＯＭなど）から取り込んだ情報」
に含まれる）を親機に表示させながら、それと関連する事項を子機に表示させる場合。
（ｅ）ＤＶＤやＣＤ－ＲＯＭに記録されたビデオゲーム（テレビゲーム）を親機で再生さ
せながら、そのゲームに表示されているゲームキャラクターのプロフィールや表示されて
いるゲーム展開場面の攻略のヒント情報などの関連情報を子機に表示させる場合。
（ｆ）ＤＶＤやＣＤ－ＲＯＭに記録されたカラオケ・ソフトを親機で再生させ、親機に備
えられたスピーカから楽曲を出力させると共に親機の画面表示部に歌詞と背景画像を表示
させながら、そのカラオケの歌詞（文字）を子機に大きく表示させる場合。
【００３６】
本発明のコンセプト
　ところで、図１は本発明のハードウェア面の全体構成のコンセプトを示す概念図である
。図１において、２０は家庭の居間（リビング）に置かれる大型の画面表示部を有する親
機（テレビなど）、２０ａはその親機２０に備えられた画面表示部（プラズマディスプレ
イパネル　ＰＤＰ）、液晶表示装置（ＬＣＤ）、ブラウン管（ＣＲＴ）などにより構成さ
れる）である。また、３１，３２，３３，３４，３５は、外部機器と無線で接続するため
の無線送受信部（赤外線通信ポート）である。
　また、図１において、２１，２２，２３は前記親機２０の表示画面と連携した内容を、
リアルタイムに、表示するための小型の画面表示部を有する子機である。２１ａ，２２ａ
，２３ａは、これらの子機２１，２２，２３にそれぞれ備えられた画面表示部（ＬＣＤ、
有機ＥＬ（エレクトロ・ネミネッセンス）などにより構成される）である。また、４１，
４２，４３は、前記親機２０の無線送受信部３１，３２，３３との間で無線送受信するた
めに（つまり、前記の親機２０と各子機２１，２２，２３との間で、相互に信号を無線で
送受信するために）、子機２１，２２，２３にそれぞれ備えられた無線送受信部である。
また、図１において、５１，５２，５３は、前記の各子機２１，２２，２３同士の間で相
互に信号を無線で送受信するために、備えられた無線送受信部である。
　前述のように、本発明では、前記親機２０と子機２１，２２，２３との間で互いに無線
によるデータ交信が可能になっているので、相互間で、画像データ・文字データ・音声デ
ータなどのコンテンツのデータや制御信号を相互に送受信できるようになっている。した
がって、所定のコンピュータ・プログラムにより、視聴者の希望するように、親機２０の
表示内容と子機２１，２２，２３の表示内容とを、互いにリアルタイムに連動させながら
分担させることができる。すなわち、親機と子機が互いに連携しながら、親機の表示画面
の内容と子機の表示画面の内容とが互いにリアルタイムに連動して行き、また、親機と子
機とがそれらの画面表示する内容及び役割を互いに分担して行くことができる。
【発明の効果】
【００３７】
　以上のように、本願の特許請求の範囲に記載された発明によれば、視聴者が、比較的離
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れた位置にある据置大型表示装置で「或る画像」を視聴しながら、手元又はその近傍にあ
る手元小型表示装置で「前記画像の『一部』の画像」又は「前記画像中の複数の人物又は
キャラクタの中の特定の人物又はキャラクタの画像」を容易に視聴できるようになる、と
いう作用効果が得られる。
【００３８】
　また、本願の特許請求の範囲に記載された発明と本明細書の全体に開示された発明との
双方（以下これらを「本発明」という場合がある）によれば、例えば次に示すような作用
効果を得ることができる。
　第１
　例えば、（１）「親画面の中に子画面が表示された画面の中の子画面の部分」、（２）
「親機に表示された画面の中の視聴者が指定した一部」、（３）「親機に表示された複数
人の映像の中の特定の人物の映像」、又は、（４）「マルチ・カメラ・アングルで撮像さ
れた映像の中のあるカメラ・アングルで撮像された映像が親機に表示されているとき、そ
の映像とは別のカメラ・アングルで撮像された映像」などを、視聴者の手元又は近傍の小
型表示装置で大きく表示して（拡大表示して）見ることができるので、近視などの人にと
っても、容易に、（１）「親画面の中に子画面が表示された画面の中の子画面の部分」、
（２）「親機に表示された画面の中の視聴者が指定した一部」、（３）「親機に表示され
た複数人の映像の中の特定の人物の映像」、又は、（４）「マルチ・カメラ・アングルで
撮像された映像の中のあるカメラ・アングルで撮像された映像が親機に表示されていると
き、その映像とは別のカメラ・アングルで撮像された映像」などを、はっきりと鮮明に見
ることが可能になる。
　第２
　また、本発明において、子機に親子画面表示機能（２画面方式）を備えさせて、子機の
画面表示部に、上記の（１）～（３）のような「親機の表示内容と連動・関連する内容」
を、「親画面」として表示させながら、子機の「子画面」に、親機の画面と同じ画像を表
示させるようにすれば、視聴者は、手元又は近傍の子機を見るだけで、親機の表示内容を
も把握することができるので、大変に便利である。
　第３
　また、本発明によれば、従来のピクチャーインピクチャー機能（ＰＩＰ機能。２画面表
示機能）を持つテレビジョン受信機やパソコンにおいて、親画面の中に子画面が「窓」（
ウインドウ）のように開かれているが、この子画面を、視聴者の手元の子機に大きく表示
させて、視聴者が容易に見れるようにする（従来のＰＩＰ機能により据置型テレビに表示
される子画面は、据置型テレビが視聴者から２～３ｍ程度離れて設置されている上に、子
画面のサイズが小さいため、視聴者（特に近視の人）にとって、はっきりとは見にくいと
いう問題があった）、というものである。
　また、本発明では、子機に前記の「子画面」を表示させることができるので、親機には
、前記の「子画面」は表示してもよいし、表示させなくてもよい。よって、本発明によれ
ば、親機に前記の「子画面」を表示させなくてもよくなる（親機に「子画面」を「窓」の
ように表示させる必要がなくなる）ので、親機の画面に余計な「窓（子画面）」がなくな
り、親機の画面を視聴者に見やすく視聴者が鑑賞しやすいものにできる、という効果が得
られる。すなわち、従来のＰＩＰ機能により一つのテレビの表示部に表示された親画面の
中に「窓」のように子画面を表示させる場合は、「窓」の存在が、視聴者が親画面を集中
して鑑賞する際の妨げになる、という問題があったが、本発明によりこのような問題が解
消できる。
　第４
　また、本発明によれば、インターネットから配信（「インターネット放送」）されてく
る情報は、親機１に表示させて家族全員で見ながら、それと関連する（そのリンク先の）
他のホームページの情報は、家族の各人が、それぞれ、手元の子機に表示させて見ること
ができる。よって、家族と個人とが一つの居間に居ながら、複数の関連するホームページ
の情報を多面的に見ることが可能になる。
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　第５
　また、本発明によれば、視聴者のリクエストに基づいて、親機に表示されている動画像
に関連させて、ある時点からの動画像を子機において巻き戻して再生させたり、親機にお
いて表示されている動画像のある時点の場面を示す画像のみを子機において静止画として
表示させること、などが可能になる。
　第６
　また、本発明において、視聴者から約２～３ｍ程度離れた据置型テレビとは別に、視聴
者の手元にある子機にスピーカを備えるようにすれば、耳の遠い人でも、テレビから提供
されている番組の音声を、容易に且つ鮮明に、聞き取れるようになる。
　また、本発明において、子機に記録装置を内蔵させて、子機に表示させる内容、例えば
、前記の「親画面の中に子画面が表示された画面の中の子画面の部分」や「親機に表示さ
れた動画像のある時点の画像（静止画像）」などを、子機に内蔵された記録装置に記録す
るようにすれば、視聴者が独自に編集した画像・文字データベース（「視聴者の自分だけ
の番組」）が作成できるようになる。
　第７
　なお、特公平６－６１３９０号公報「親子電子ゲーム装置」（出願人：カシオ計算機）
は、次のような装置を開示している。「大型の電子ゲーム装置と小型の電子ゲーム装置と
を接続して、小型の装置のゲームを大型のゲーム装置で実行するようにした。したがって
、子供電子ゲーム装置を親電子ゲーム装置にセットすることにより、大きなキーと見やす
く迫力のある大画面でゲームを楽しめるようになる。また、子供電子ゲーム装置でゲーム
をしてその実行過程を転送により親電子ゲーム装置の表示面に表示させることができ、逆
に、親電子ゲーム装置でゲームをしてその実行過程を転送により子供電子ゲーム装置の表
示面に表示させることができる。さらに、複数の子供電子ゲーム装置を、多数の親電子ゲ
ーム装置に接続させて対戦ゲームを楽しむこともできる。」また、この公報の第１４図及
び第１５図（第４実施例）に示すように、親電子ゲーム装置と２つの子供電子ゲーム装置
を接続して、対戦ゲームを行う場合、プレーヤは自分の設定した地雷の位置は親電子ゲー
ム装置の表示装置と対戦相手の子供電子ゲーム装置の表示装置には表示されないが、自分
の子供電子ゲーム装置には表示される。つまり、相手に見せたくない自分の設定した地雷
の位置を自分の子供電子ゲーム装置にだけ表示させることができるようになっている。
　以上のように、上記の公報では、親電子ゲーム装置と２つの子供電子ゲーム装置を接続
して、対戦ゲームを行う場合、プレーヤは自分の設定した地雷の位置は親電子ゲーム装置
の表示装置と対戦相手の子供電子ゲーム装置の表示装置には表示されないが、自分の子供
電子ゲーム装置には表示される。つまり、相手に見せたくない自分の設定した地雷の位置
を自分の子供電子ゲーム装置にだけ表示させることができるようになっている。
　このように、上記の公報では、「子供電子ゲーム装置の表示内容を、親電子ゲーム装置
と少しだけ異なるものにする技術（相手に見せたくない自分の設定した地雷の位置を自分
の子供電子ゲーム装置にだけ表示させることができるようにしたこと）」が、開示されて
いる。
　しかしながら、上記の公報は、あくまで電子ゲーム装置を前提としており、子供電子ゲ
ーム装置の表示内容は、基本的に、親電子ゲーム装置の表示内容と全く同一であることを
大原則として、その上で、例外的に、相手に見せたくない自分の設定した地雷の位置を自
分の子供電子ゲーム装置にだけ表示させることができることを認めるものである。
　このことは、上記の公報の第６頁の右欄（９欄）の第８～１６行に「自分の戦車の発射
した砲弾が相手の戦車に当たれば、メインＣＰＵ１４でそのことが判断され、ＣＲＴ表示
装置３と各子供電子ゲーム装置６，６とに相手戦車破壊データと加算した自己の得点デー
タとが与えられ表示される。（後略）」という記載があることを見れば、明らかである。
すなわち、この記載には、「相手戦車破壊データと加算した自己の得点データ」などが、
親電子ゲーム装置と子供電子ゲーム装置とに共通に表示されることが、明確に示されてい
る。
　つまり、上記の公報においては、親電子ゲーム装置の表示内容と子供電子ゲーム装置の
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表示内容とは基本的に常に同一・共通であり、極めて例外的に、上記のように「相手に見
せたくない自分の設定した地雷の位置」の有無が、わずかに親電子ゲーム装置の表示と子
供電子ゲーム装置の表示とで異なることがある、というだけである。
　これに対して、本発明は、あくまでテレビ電波などの「テレビ放送（インターネット経
由をも含む）により送られてくる情報に基づいて番組を流す」という特性を有する「テレ
ビ」を前提とし、その「テレビ」である「親機」の表示内容と関連する情報（親機の表示
内容とは基本的に異なる関連情報）を、親機の「親画面」の中の「子画面」に表示させる
（従来の親子２画面方式）代わりに、「子機」の画面表示部に表示させよう、という考え
（技術思想）をその出発点としている。
　以上のように、上記の公報に示されている装置では、「親」電子ゲーム装置に表示され
るのは、あくまでもゲーム画面（ＣＤ－ＲＯＭやＲＯＭカセットから読み出して表示する
ゲーム画面）であり、本発明の「親機」のように「テレビ放送により送られてくる情報に
基づいて連続的に流される番組」ではない。
　また、上記の公報では、子供電子ゲーム装置に表示されるのは、親電子ゲーム装置と基
本的に共通・同一の内容の「同じゲームの場面や得点データ」でしかなく本発明のように
「親機の表示内容とは基本的に異なっている（画像と文字が違う場合、同じ画像でも対象
が異なっている場合、同じ対象でもカメラ・アングルが全く異なっている場合など）が、
しかし親機の表示内容と連動・連携している情報」ではない。
　これらの点で、上記の公報と本発明とは、その対象（テレビとゲーム装置）が全く異な
っており、また、その作用効果も、その技術思想も、全く異なっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　本発明を実施するための最良の形態は、以下の実施例１について述べるような形態であ
る。
【実施例１】
【００４０】
　次に、図２は本発明の実施例１を主として外観面から説明するための概略図、図３は本
実施例の概念を説明するための概略ブロック図である。図２において、１は居間に置かれ
た家庭用の据置型の大型テレビから成る親機、１ａはこのテレビの画面を表示するための
画面表示部、２はこの親機１に接続され、外部（テレビ局や人工衛星など）からの電波に
よる信号を受信するための受信アンテナ、３は外部機器と無線（例えば赤外線）によりデ
ータの送受信を行うための送受信部である。
　また、図２において、４は前記親機１と約２～３ｍ離れた位置にあるテーブル（視聴者
が家族で使用するためのもの）、５は前記テーブル４の上に置かれた小型の携帯型の表示
装置から成る子機、５ａはこの子機５の画面を表示するための表示部、６は前記子機５を
前記テーブル４の上に置くための支持台（携帯するときは子機５と取り外すことができる
）、７は外部機器との間で無線（例えば赤外線）によりデータの送受信を行うための送受
信部、８は音声・音響出力用のスピーカ、である。また、図２において、９は文字又は記
号などのデータや番組のチャンネル番号や電源のＯＮ／ＯＦＦ信号などの制御信号を入力
するためのリモコン（リモートコントローラ）である。このリモコン９には、文字などを
入力するためのキーボードと画面上の位置情報を入力するためのマウス（図示せず）、ト
ラックボール（図示せず）、スライスパッド（図示せず）などのポインティング・デバイ
ス（図示せず）が備えられている。また、１０は外部機器との間で無線（例えば赤外線）
によりデータの送受信を行うための送受信部である。なお、本実施例では、前記のリモコ
ン９、親機１、及び子機５は、前記の無線の送受信部３，７，１０により、３者間で互い
に、無線で信号を送受信できるようになっている。
【００４１】
　なお、この実施例では、子機（小型表示装置）５をテーブル４上に１台だけ図示してい
るが、この子機５は、家族の全メンバーがそれぞれ別個に保有することができる。また、
家庭以外に、職場、図書館・美術館などの公共施設などでも、ある部屋内に一台の親機１
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と複数の子機５をセットで備えるようにしてもよい。
【００４２】
　次に、図３に基づいて本実施形態の動作を説明する。
（Ａ）まず、親機１に画像情報と文字情報とが混載されている場合に、主として文字情報
を視聴者の手元の子機５に表示させる場合を説明する。
　今、視聴者がある番組（以下の例では、仮に、この番組を、スポーツの試合の実況中継
番組の場合とする）を見たいと欲する場合を例にする。なお、本実施形態の親機１は、２
画面方式（ピクチャーインピクチャー機能を有する）のテレビとする。この場合、視聴者
は、手元のリモコン９を操作して、好みの番組を選択し、このリモコン９に備えられた前
記送受信部１０から、前記親機１に制御信号を無線送信して、受信アンテナから好みの番
組のあるチャンネルを選択させ、表示させる。また、視聴者は、前記リモコン９を操作し
て、前記子機５の動作モードを、「親機１の画面の中の文字情報を中心に大きく表示する
」という要求に対応するモードに設定しておいたとする。
　今、視聴者がスポーツの試合を見ながら、好みの選手のプロフィールの出力を指示する
と、前記親機１の大画面の中に、スポーツの試合の画面とダブらせて（畳重させて）、そ
の選手のプロフィールの画面が、表示される。このプロフィールの表示は、前記の親機１
に表示されるのと同時に、（前記の子機５のモード設定により）視聴者の手元又は近傍に
ある前記の子機５の表示部５ａにも、大きく表示される。視聴者にとっては、前記の親機
１の表示だけでは、前記のプロフィールの表示は、前記の約２～３ｍの距離からは見にく
い（特に近視の人には）が、前記の子機５は視聴者の手元にあるので、あたかも雑誌や新
聞を見るのと同様に、容易にプロフィールを見ることができる。
【００４３】
　なお、前記の子機５に表示させる選手のプロフィールのデータは、親機１から子機５に
無線送信させる方法により、子機５に表示させることができるが、これ以外の方法も可能
である。これ以外の方法としては、例えば、前記受信アンテナ２が受信した信号を親機１
と子機５とにそれぞれ直接に送信して、子機５では受信アンテナ２が受信した信号の中の
前記プロフィールを示す信号のみを選択して大きく表示するようにしてもよい。
　このように、本実施形態では、親機１と子機５とが互いに連携することにより、親機１
の画面と子機５の画面とが互いに連動しながら、且つ、互いに表示内容や役割を分担しな
がら、表示されて行くようになっている。
【００４４】
　また、本実施形態では、前記子機５に選手のプロフィールが比較大きく表示されると共
に、前記子機５のプロフィールの背景部分に、親機１に表示されたスポーツの試合を表示
させるようにしてもよい。つまり、親機１にスポーツの試合の番組が表示されている場合
、前記の選手のプロフィールは親機１の表示部の片隅に小さく表示されるだけで視聴者に
は見にくいものとなる。そこで、本実施形態では、子機５に前記のプロフィールを大きく
表示させて、さらに、その背景に前記のスポーツの試合の番組（親機１に表示されている
内容）を表示させることもできる。
【００４５】
　なお、図４は上記（Ａ）の動作の一例を示すものである。図４において、１２は親機１
に表示された画面、１３は子機５に表示された画面である。親機１の画面１２には、洋画
（外国映画）が表示されており、スーパーインポーズされた字幕スーパー（映画の登場人
物の会話の内容を示す文字列）１２ａが、画面の下側部分に、畳重して表示されている。
しかし、この字幕（ｃａｐｔｉｏｎ）の部分は、文字情報なので、約２～３ｍ離れた位置
にある親機１の画面からは見にくい（特に、近視の視聴者にとって）という問題がある。
そこで、本実施例では、親機１からの無線信号に基づいて、前記の子機５の画面１３に、
前記の字幕スーパーの文字情報を拡大して表示するようにしている。よって、近視の人で
も、洋画を、親機１の大型の迫力ある画面で鑑賞しながら、字幕のみは、子機５により、
手元の画面で読むことができる。
　また、本実施例では、この場合、子機５の画面１３には、字幕を大きく表示しながら、
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その背景に、親機１に表示された洋画の画像を表示させてもよい。こうすれば、視聴者は
、子機５を見るだけで、子機５の表示内容だけでなく親機１の表示内容をも一緒に把握す
ることができるので、便利である。
【００４６】
　なお、従来のアナログ記録方式によるビデオテープから情報を読み取って映画を視聴す
る場合は、字幕と画像がアナログ的に一体化された信号がビデオテープに記録されている
ので、そのようなビデオテープから字幕のみを取り出して子機５に表示させることは難し
い（アナログ式のテレビ放送で字幕スーパー入りの映画番組を見る場合も同様である）。
つまり、本実施例のように、映画の中の画像部分と字幕（文字）部分とを、それぞれ別体
の表示装置である親機１と子機５とにそれぞれ分担させるためには、画像部分と字幕（文
字）部分とを互いに分離できるような形態（デジタルデータ）で放送又は送信する方が有
利である。
　しかし、例えば、親機１に表示された映画の字幕を高速で「自動認識」して「画像デー
タを文字データ（テキストデータ）に高速変換」して、その変換された文字データを子機
５に送信して、子機５に表示させるようにすれば、親機１に表示された映画とほぼリアル
タイムに子機５に字幕を表示させることができる。同じことは、ニュース解説番組などで
、ニュースの解説のために使用されるフリップ（看板）に書かれた文字を高速で自動認識
処理・画像文字変換処理して子機５に送り、子機５に表示させてもよい。また、前記のフ
リップの内容を、文字データとして、子機５に内蔵した記録装置に記録するようにすれば
、視聴者はフリップの内容を文字データとしてデータベースなどに保存することができる
。
【００４７】
（Ｂ）次に、前記のスポーツの試合の中継番組を見ながら、視聴者が、前記リモコン９に
より、前記子機５の動作モードを、「親機１の親画面の中の子画面（ピクチャー・イン・
ピクチャー機能による）を大きく表示する」というモードに設定した場合を説明する。
　今、視聴者がスポーツの試合を見ながら、好みの選手のプロフィールの出力を指示する
と、前記親機１の親画面の中に「窓（ウインドウ）」のように子画面が表示されて、その
子画面の中に、その選手のプロフィールが表示される。このとき、前記の子画面の内容（
プロフィールの表示）は、同時に、視聴者の手元又は近傍にある前記の子機５の表示部５
ａに、大きく表示される。視聴者にとっては、前記の親機１の表示だけでは、前記の子画
面の表示は、前記の約２～３ｍの距離からは見にくい（特に近視の人には）が、前記の子
機５は視聴者の手元にあるので、あたかも雑誌や新聞を見るのと同様に、子画面のみを鮮
明に見ることができる。なお、前記の子機５に表示される子画面の内容は、文字情報が典
型的であるが、図形情報・映像情報でもよい。
【００４８】
　なお、図５（ａ）（ｂ）はこの（Ｂ）の動作の他の例を示すものである。図５（ａ）（
ｂ）において、１４は親機１の画面、１５は子機５の画面を示している。例えば、親機１
の画面に有名人の対談番組などが表示されている場合に、視聴者が、その画面に写ってい
る人のプロフィールを要求すると、親機１の画面の一部に、要求されたプロフィールを示
す「窓（ウインドウ）」状の「子画面」１４ａが表示される。しかし、このプロフィール
を示す部分は、約２ｍ以上離れた位置にある親機１の表示画面からは見にくいという問題
がある。そこで、親機１からの無線信号に基づいて、このプロフィールを、視聴者の手元
の子機５の画面１５に表示させることができる。このように、本実施形態では、親機１と
子機５とが互いに連携することにより、親機１の画面と子機５の画面とが互いに連動しな
がら、且つ、互いに表示内容や役割を分担しながら、表示されて行くようになっている。
【００４９】
　また、本実施例では、図５（ｃ）に示すように、子機５の例えば右下の位置に、「窓」
状の「子画面」１５ａを表示し、この「子画面」に、親機１の「親画面」の表示内容をそ
のまま表示するようにしてもよい。つまり、この場合は、親機１の「親画面」と「子画面
」の内容がそれぞれ、子機５の「子画面」と「親画面」の内容になっている（つまり、親
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機１と子機５とで、親画面と子画面の内容が互いに逆転した内容となっている）。この場
合、手元又は近傍の子機５を見ている視聴者は、子機５の表示内容を見るだけで、プロフ
ィールの内容と親機１の親画面の内容とを同時に把握できるので、便利である。
【００５０】
（Ｃ）次に、前記のスポーツの試合や有名人の対談などの中継番組を見ながら、視聴者が
、前記リモコン９により、前記子機５の動作モードを、「親機１の画面の中の複数人の映
像の中の、視聴者が指定した人物を、子機５に大きく拡大して表示する」というモードに
設定した場合を説明する。
　今、図６（ａ）に示すように、親機１の画面１６に、３人の人物１８ａ，１８ｂ，１８
ｃを同時に撮像した映像が放送・送信されているとする。この場合、例えば、テレビ電波
の隙間を利用したデータ放送や、インターネット「プッシュ技術」による情報配信などに
より、前記の「３人の人物１８ａ，１８ｂ，１８ｃを同時に撮像した映像」だけでなく、
それと共に、「３人をそれぞれアップで撮像した３つの映像データ」が、視聴者の受信端
末（この場合は親機１）まで放送・送信されているとする。
【００５１】
　まず、視聴者は、図６（ａ）に示す親機１の画面１６を見ながら、「各人をアップで撮
像した画面を選択するためのアイコン（絵文字）を親機１に表示せよ」との指令を、リモ
コン９で親機１に送信する。すると、図６（ｂ）に示すように、各人物１８ａ，１８ｂ，
１８ｃの映像の上にそれぞれ、絵文字１９ａ，１９ｂ，１９ｃが表示される。そこで、視
聴者は、例えば、人物１８ｃのアップの映像を子機５に表示することを希望する場合は、
図６（ｃ）に示すように、その人物１８ｃの上に表示されたアイコン１９ｃを、カーソル
（矢印）９１で選択し指示する。すると、図６（ｄ）に示すように、前記テレビ電波によ
り送られた前記の人物１８ｃをアップで撮像した映像データが、親機１を介して子機５に
送られて、子機５の画面１７に、前記人物１８ｃのアップの映像が表示される。
　なお、この場合、図６（ｄ）に示すように、子機５（親子２画面方式を採用）の画面１
７の図示右下の隅に、子画面１７ａのフレームを表示させ、この子画面１７ａに、親機１
の画面１６の表示内容を表示させるようにしてもよい。このようにすれば、視聴者は、子
機１の画面１７を見るだけで、前記の選択した特定の人物１８ｃの拡大映像だけでなく、
親機１の表示内容をも把握できるので、便利である。
【００５２】
（Ｄ）次に、前記の有名人の対談やスポーツの試合などの中継番組を見ながら、視聴者が
、前記リモコン９により、前記子機５の動作モードを、「ある対象（この場合は有名人の
対談やスポーツの試合）を複数の角度・場所から撮像した映像（マルチ・カメラ・アング
ル映像）であって、親機１に表示されている映像以外の、他の角度・場所から撮像された
映像を、子機５に表示させる」というモードに設定した場合を説明する。
　例えば、テレビ局からスポーツの試合中継番組（マルチ・カメラ・アングル映像の番組
）が放送・送信されている場合を例にすると、例えば、テレビ局側では、「バックネット
裏から、１塁ベース側から、バックスクリーン側から、３塁ベース側から」、などの複数
（マルチ）のカメラ・アングルから撮像し、それらのマルチ・カメラアングルの映像を、
視聴者側に向けて同時に放送・送信する。視聴者側では、それらの各映像の中から自由に
映像を選んで見ることができる。これが、「マルチ・カメラアングル放送・送信」と呼ば
れるものである。
【００５３】
　この「マルチ・カメラアングル放送・送信」の場合は、通常は、親機１の画面には、放
送局が選択した例えば「バックネット側から」というカメラ・アングルで撮像した映像が
、表示される。今、視聴者が、「他のカメラ・アングルで撮像したの映像を、子機５に表
示したい」という指令を、リモコン９で親機１に送信したとする。すると、親機１の画面
の片隅に、親機１に現在表示されている「バックネット裏から」というカメラ・アングル
以外の他のカメラ・アングルである「１塁ベース側から、バックスクリーン側から、３塁
ベース側から」などの文字とそれを選択するためのアイコンとが、表示される。そこで、
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視聴者は、例えば「１塁ベース側から」のカメラ・アングルで撮像した映像を子機５に表
示したいと思うときは、この「１塁ベース側から」を示すアイコンをクリックして選択す
る。すると、親機１には前記の「バックネット側から」のカメラ・アングルで撮像した映
像が表示されたままで、同時に、子機５には、「１塁ベース側から」のカメラ・アングル
で撮像した映像が表示されるようになる。
　なお、このとき、親機１及び子機５を共に２画面方式とし、親機１の親画面には「バッ
クネット側から」の映像を表示し、その子画面には「１塁ベース側から」の映像を表示す
ると同時に、子機５の親画面には「１塁ベース側から」の映像を表示し、その子画面には
「バックネット側から」の映像を表示するようにしてもよい。つまり、この場合は、親機
１と子機５の表示内容が、それぞれ、親画面と子画面とが互いに逆転した関係になる（図
６（ｄ）に示すものと類似）。
【００５４】
（Ｅ）次に、前記の有名人の対談などの中継番組を見ながら、視聴者が、前記リモコン９
により、前記子機５の動作モードを、「親機１の画面の中の、例えばポインティング・デ
バイスで指定した一部分を、子機に大きく表示する」というモードに設定した場合、を説
明する。
　今、視聴者が有名人の対談番組を見ていて、その親機１の画面には、複数人の有名人（
俳優など）が対談をしている場面の映像が表示されているとする。そのとき、視聴者がフ
ァンである（好みの）一人の有名人の顔の部分のみをマウス等のポインティング・デバイ
スで指定して、クリック・選択すると、その顔の部分のみが、拡大されて、前記子機５の
表示部５ａに表示される。よって、視聴者は、好みの有名人（俳優）の顔のみを、手元の
子機５に拡大表示して近くで見ることができる。
【００５５】
　なお、図７はこの（Ｅ）の動作の一例を示す図である。図７（ａ）において、１６は親
機１の画面、１７は子機５の表示画面を示している。今、視聴者が親機１に有名人の対談
の番組を表示させているとする。そのため、親機１の画面には、３人の有名人１８ａ，１
８ｂ，１８ｃが写されている。今、視聴者が、自分が個人的にファンになっている有名人
１８ｃの顔のみを大きく拡大して見たいと欲したとする。これを実現するためには、視聴
者は、まず、前記の「有名人１８ｃの顔の部分」（視聴者が希望する「画面の一部」）を
、マウス等のポインティングデバイスで指定する必要がある。図７（ｂ）～図７（ｄ）は
この動作を示すものである。まず、図７（ｂ）に示すように、視聴者がリモコンで所定の
指示を出すと、前記の「画面の一部」を指定するための基準点９２が、親機１の画面１６
に表示される。視聴者がこの基準点９２をカーソル（矢印）９３で指示しながら、図７（
ｃ）及び（ｄ）に示すように、例えばカーソル９３をドラッグして行く要領で、拡大表示
を希望する「画面の一部」を指定する。そして、視聴者が、リモコン９により、この指定
した「画面の一部」を子機５に拡大表示するように、親機１に対して指示する。すると、
図７（ｅ）に示すように、この「画面の一部」（この場合は、前記有名人１８ｃの顔の部
分）が、子機５の画面１７に拡大表示される。
【００５６】
　すなわち、視聴者が、前記の指定した「画面の一部」（図７（ｄ）の符号９４で示す、
四角形状に囲まれた部分）を、手元の子機５で拡大表示して欲しいという指令を、リモコ
ン９を通じて、親機１に発する。すると、親機１から、この「画面の一部」に対応する映
像データが、ほほリアルタイムに、子機５に無線で送信される。これは、親機１の画面が
「ビットマップディスプレイ方式」であるため、親機１から、図７（ｄ）のように区画さ
れた「画面の一部」のみの画像データを取り出して、子機５に無線送信することが、可能
となる。そして、この無線信号に基づいて、子機５には、前記の有名人１８ｃの顔の部分
（視聴者がポインティングデバイスで指定した部分）９４が、拡大して表示されるように
なる。また、親機１の画面中で、前記の有名人１８ｃの顔の部分が移動しても、コンピュ
ータ・プログラム（例えば「エージェント（電子秘書）技術」）により、自動的に追尾（
追跡）して行き、親機１から前記の有名人１８ｃの顔の部分の映像が継続して子機５に無
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線送信され、子機５には、継続的に、前記の有名人１８ｃの顔の部分（視聴者が指定した
画面の一部）が拡大表示されるようになっている。
　なお、この場合、図７（ｅ）に示すように、子機５の画面１７には、前記の有名人１８
ａの顔の部分を大きく表示しながら、その右下の片隅に「子画面」１７ａを形成し、その
子画面１７ａに、親機１に今現在表示されている映像をそのままリアルタイムに表示する
ようにしてもよい。このようにすれば、視聴者は、子機５を見るだけで、前記の有名人１
８ｃの顔の拡大映像のみでなく、親機１の画面の内容をもリアルタイムに把握できるので
、便利である。
【００５７】
（Ｆ）次に、本実施例に備えられている機能として、親機１でインターネットのあるホー
ムページにアクセスしているとき（特に、そのサイト（ホームページ）からインターネッ
ト経由でコンサートや劇場の生中継の映像・番組を連続的に受信している場合など）に、
そのホームページと関連する「リンク」先のホームページを、子機５で閲覧する場合を、
説明する。
　図８はこの場合の一例を示すもので、親機１の表示部の画面５１には、“〇〇ＴＶ”の
提供するホームページの情報が表示されている。そして、視聴者は、このホームページの
情報を親機１の表示部の画面５１に表示させながら、そのホームページと関連するリンク
先の別のホームページ（“〇〇新聞”が提供するもの）の情報を、子機５の表示画面５２
に表示させることができる。また逆に、視聴者は、前記のリンク先の別のホームページの
情報を親機１の画面５１に表示させながら、リンクする前のホームページの情報を子機５
の画面５２に表示させることもできる。このように、本実施例では、親機１と子機５とが
互いに連携することにより、親機１の画面と子機５の画面とが互いに連動しながら、表示
されて行くようになっている。
【００５８】
　なお、本実施例では、さらに、図８に示すように、子機５には２画面方式が採用されて
おり、子機５の表示画面５２には、前記の「親機１に表示されているホームページのリン
ク先のホームページの情報」が「親画面」として表示されながら、その図示右下隅の「子
画面」５２ａには、親機１の表示内容と同じ内容（元のホームページの情報）がそのまま
表示されるようになっている。このようにすれば、視聴者は、手元又は近傍の子機１の画
面（親画面と子画面）を見るだけで、子機の親画面の表示内容と、親機１の表示内容（＝
子機５の子画面の表示内容）を同時に一度に把握できるので、便利である。
【００５９】
（Ｆ）次に、本実施例に備えられている機能として、デジタル衛星から送信される複数の
テレビ番組情報を受信して、その中から、視聴者が任意に選択したある一つの番組を親機
１の画面で表示させながら、その裏番組を子機５で表示させる場合について、説明する。
　ここで、「裏番組」とは、現在視聴者のテレビ放送受信機（親機１）により「受信」さ
れてはいるが視聴者が現在選択していないために現在のところ「表示」されていない番組
のことである。
　図９はこの機能の動作を説明するための図である。図９（ａ）及び（ｂ）において、親
機１の画面５３には、視聴者が選択したテレビ番組が表示されている。他方、子機５には
、その裏番組が表示されている。子機５の裏番組の内容は、受信アンテナ２（図２参照）
からの受信信号が、親機１を介して（中継されて）子機５に伝えられることにより、子機
５に表示される（なお、本発明では、受信アンテナ２からの信号が、親機１の中継を経な
いで、直接に、子機５に備えられたアンテナに送信されるようにしてもよい）。
【００６０】
　この子機５に表示される裏番組は、視聴者が選択したどれか一つの裏番組でもよいし、
視聴者が選択した複数の裏番組でもよい。この図９に示す例では、視聴者が選択した計９
個の裏番組を、画面表示部が分割された計９個の分割画面ａ～ｉで、それぞれ表示させて
いる。そして、視聴者は、例えば、親機１で表示している番組がＣＭ（コマーシャル）中
の場合、子機５に表示されている番組の中の任意のものを選択して、「この選択した裏番
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組（例えば、図９のｉで示す分割画面に表示された裏番組）を親機１で表示せよ」との命
令を無線送信することにより、親機１の表示画面に、直ちに、この選択された番組（図９
の分割画面ｉに表示されていた番組）が表示される。なお、前記の視聴者が「この選択し
た裏番組（例えば、図９のｉで示す分割画面に表示された裏番組）を親機１で表示せよ」
との命令を無線送信するための構成としては、例えば、前記子機５の画面表示部５４の上
に「透明のタッチパネル」を備えるようにし、視聴者が図９（ｂ）の分割画面ｉを指先で
押す（タッチする）ことにより、前記分割画面ｉに表示された裏番組を特定し、その特定
された裏番組のチャンネルを親機１に送信するようにしてもよい。
【００６１】
　このようにして、前記の視聴者に選択された裏番組（図９（ｂ）の分割画面ｉに表示さ
れている裏番組）が親機１に表示されるようになったときは、それまで親機１に表示され
ていた番組は、前記の「図９（ｂ）の分割画面ｉに表示された裏番組」と入れ替わりに、
子機５の表示画面５４の中の分割画面ｉに新たに表示されるようになる。そして、例えば
、視聴者は、この新たに分割画面ｉに表示された番組のＣＭが終われば、「この番組（親
機１から入れ替わって、現在、子機５の分割画面ｉに表示されている番組）を、再び、親
機１に表示せよ」との命令を親機１に無線送信することにより、親機１には、再び、前記
の番組が表示される。そして、そのこととの入れ替わりに、子機５の画面５４の分割画面
ｉには、それまで親機１に表示されていた番組が、再び、裏番組として表示されるように
なる。
【００６２】
　次に、図９（ｃ）は他の類似の動作を示すもので、子機５の画面５４には、番組一覧表
５４ａが表示される。図９（ｃ）では番組一覧表の一部のみを示しているが、視聴者は、
この番組一覧表を、表示画面５４上で、上下にスクロールすることにより、全部の番組を
表示させることができる。そして、視聴者は、希望する番組を見つけたときは、カーソル
（図示せず）をその番組を示す部分に移動させてクリックするか、画面上に備えられた透
明タッチパネル上の該当部分を指先で押すことにより、希望する番組を指定する。これに
より、指定された希望する番組のチャンネルが親機１に送信され、親機１にその番組が表
示される。
【００６３】
（Ｇ）次に、本実施例に備えられている機能として、本実施例の親機１を、テレビ放送で
送られてくるビデオゲームのデータやプログラム（インターネット経由で連続的に送られ
てくるビデオゲームのデータ及びプログラムなども含む）の画像の表示に使用する場合の
一例を説明する。
　この場合は、ゲームのプレーヤ（視聴者）は、親機１の表示部１ａにビデオゲームの画
面を表示させてプレーしながら、子機５の表示部５ａにそのゲームの解説（例えば、その
対戦ゲームをうまくクリアするための作戦を立てるために有益な解説）を文章やキャラク
ター（画像又は図形）などで表示させて、ゲーム展開の作戦を考えることができる。複数
人で一緒に一つの対戦ゲームをプレーするときは、一つの親機にゲームの画面を表示させ
ながら、各人は、手持ちの子機に、「ゲームの解説、ゲーム・キャラクターの原画、ゲー
ム・キャラクターのデータ（プロフィール）、又は、ゲーム攻略ガイドなど」の「そのゲ
ームに関連する情報（詳細情報）を示す画面」を表示させることにより、各人がそれぞれ
、ゲーム展開の作戦を考えたり好きなキャラクターのことを調べたりすることができる。
つまり、一方では、一つの親機１に表示されたゲームの展開を複数人の皆なで共通に見な
がら、他方では、各人が個別に子機１に表示された関連・詳細情報を見てゲーム展開や作
戦を考えたりすることができる。
　また、この場合、子機５に親子画面表示機能を採用しておき、子機５の「親画面」には
前記の「関連・詳細情報」を表示させながら、子機５の「子画面」には親機１の表示内容
をそのまま表示させることもできる。このようにすれば、視聴者は、子機５の表示内容を
見るだけで、前記の「関連・詳細情報」と親機１の表示内容とを併せて知ることができる
ので、便利である。
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【００６４】
（Ｈ）次に、アクセスしているホームページ（サイト）からのインターネット経由での送
信や衛星デジタルテレビ放送により連続的に送られてくるカラオケの番組を、親機に表示
している場合の、本実施例の動作を、説明する。
　この場合は、親機１の表示部１ａには、ある視聴者が現在選曲して歌唱しているカラオ
ケ曲の背景映像（環境映像など）とその曲の歌詞が表示される。また、前記の歌唱してい
る視聴者は、同時に、手元の子機５の表示部５ａに、その曲の歌詞を表示させて、その歌
詞を自分の近くで見ながら、歌唱することができる。よって、本実施例では、その場にい
る複数人は親機１の画面を見ながら歌唱を聞くことができるし、歌唱している人は、手元
の子機１の画面に表示された歌詞を見ながら歌唱することができる。よって、歌唱してい
る視聴者が近視の人でも、遠い大型テレビの親機１を見ないで（２～３ｍ先の遠くにある
親機１の画面に表示された文字は近視の人には見づらい）、自分の近くの子機５の表示部
で歌詞を見て歌うことができる。よって、従来のように近視の人がカラオケの歌詞がよく
見えなくて（歌詞が表示された画面が遠くにあるために良く見えない）うまく歌えないと
いうことがなくなる。この場合の子機５による歌詞の表示は、親機１から子機５に、歌詞
データが、無線でリアルタイムに送信されることにより、実現される。
【００６５】
　また、本実施例では、子機５に親子画面表示機能を備えるようにし、子機５の「親画面
」には歌詞を比較的大きく表示させながら、子機５の「子画面」には親機１の表示内容と
同じカラオケの背景画像（環境映像など）を表示させるようにしてもよい。このようにす
れば、子機５を手に持っている視聴者は、子機５の画面（親画面と子画面）を見るだけで
、カラオケの歌詞とカラオケの背景画像とを同時に一度に見ることができるので、便利で
ある。
　また、カラオケを複数の視聴者が一緒に利用している場合は、今現在、歌っている一人
の視聴者が持っている子機５には、前述のように、今現在流れている曲の歌詞を表示させ
ることが便利であるが、他の視聴者が持っている子機５には、別のカラオケ曲を選択する
ための選曲画面、すなわち、選択できる楽曲の一覧表（楽曲のタイトルや歌手の一覧表）
の画面、タイトルや歌手から所望の曲を検索するための画面、所望の楽曲を選択するため
の画面、選択した楽曲の識別コードと次にその楽曲を演奏するように指令する信号を子機
５から親機１に送信するための操作画面、などの様々な画面を表示させることができる。
つまり、ここでは、子機５をカラオケの選曲操作などを行うための「リモコン」として使
用することができる。
【００６６】
　なお、本実施例では、親機１の番組の音声・音響を出力するためのスピーカが、親機１
のみでなく、視聴者の手元の子機５にも備えられている（図２の符号８を参照）。したが
って、視聴者が難聴の人は親機１の音声を大きくしないと聞こえないという問題があるが
、本実施例では、視聴者の手元にスピーカ８があるので、耳の遠い人でも、容易に聞き取
れるようになる。また、本発明では、子機５に、前記スピーカに加えて（又は、前記スピ
ーカに代えて）、イヤホン・ジャックなども備えるようにしてもよい。
【００６７】
　なお、本実施例では、図２に示すように、リモコン９と子機５とを、それぞれ別個のハ
ードウェアとして構成するようにしているが、本発明では、両者を、ハードウェアとして
は一体に構成する（両者を一つの筺体の中に収める）ようにしてもよい（リモコン９も子
機５も、いずれも視聴者の手元又は近傍に置いておくものなので、その方が便利である）
。また、本実施例では、図２に示すように、子機５はテーブル４に置くための台６に支持
されるものを示しているが、本発明では、子機は、例えば、ノート型のもの、手帳型のも
のなど、様々なタイプのものとすることが可能である。また、本発明において、子機は、
無線送受信機能を備えたノート型パソコンのように、パソコンとして使用できるものでも
よい。また、子機１はノート型のように携帯型であることが望ましいが、図２に示すよう
にテーブル４の上に載置して使用するタイプのものや、テーブルに内蔵されている（画面



(27) JP 4229997 B2 2009.2.25

10

20

30

40

50

表示部のみがテーブルの上面に露出している）タイプのもの、などでもよい。
【００６８】
　また、本実施例では、単に家庭や職場で使用するだけでなく、例えば、映画館などでも
使用することができる。映画館で使用するときは、従来の映画スクリーンの表示装置が、
本発明の「親機」となる。そして、洋画の字幕の部分を、視聴者の手元の携帯型子機に表
示させて見たり、視聴者の座席の前に備えつけらた子機に表示させて見ることができる。
また、映画監督や映画中の俳優のプロフィールなどの映画の関連情報を子機に表示させる
こともできる。また、映画に出てくる場面の場所（地域）に関する情報（観光情報、食べ
歩き情報）、映画に出てくるレストランなどの飲食店情報、映画に出てくるデパートなど
に関する小売店情報、映画に出てくる製品の情報などの「関連情報」を、映画を見ながら
、子機に表示させて見ることもできる。
【００６９】
　また、本実施例において、子機は、親機と連携して使用すること以外にも、単体で、電
子メール、インターネットのホームページの閲覧、テレビ放送の番組一覧表表示、ワープ
ロ・表計算・データベースなどの事務処理などに、利用することができる。また、本実施
例においては、子機５が複数ある場合は、子機同士でデータ交換・データ交信が可能であ
る。すなわち、子機同士で、電子メールの無線による送受信、テレビ番組の無線による送
受信、などを行うことができる。
【実施例２】
【００７０】
　次に、図１０は本発明の実施例２を示す図である。この実施例では、子機としてＨＭＤ
（ヘッド・マウント・ディスプレイ）が使用されている。すなわち、図１～図９において
使用した子機は、現在のテレビのリモコンやノート型パソコン、携帯情報端末（ＰＤＡ）
などとほぼ同じ形態をしているのに対して、この他の実施例では、子機をＨＭＤにより構
成している。
　図１０では、親機６１のディスプレイが視聴者６０から約２～３ｍ離れた位置に据え置
かれているのに対して、子機６２のディスプレイは視聴者６０の頭部（顔の前方）に支持
されている。なお図１０では、子機６２の支持手段（頭部に巻くバンド状の部材、メガネ
のフレーム状の部材、又は、ヘルメット型の部材などの、従来から公知の支持手段）は、
図示を省略している。
【００７１】
　図１０（ａ）では、親機１の画面と子機６２の画面とが、視聴者６０の視野の中で互い
に重ならないように、図の上下方向にずらされて位置されている。具体的には、子機６２
の画面が視聴者６０の視野の下方に来るように、且つ、親機６１の画面が視聴者６０の視
野の正面又はやや上方に来るように、配置されている。この場合の親機６１の画面と子機
６２の画面との互いの連携・連動の仕方、相互の役割分担は、図１～図９で説明したもの
と同様である。
【００７２】
　図１０（ｂ）では、親機１の画面と子機６４の画面とが、視聴者６０の視野の中で互い
に重なるように、位置されている。具体的には、子機６４の画面と親機６３の画面とが視
聴者６０の視野の中で重なって見えるように、いずれもが視聴者６０の視野の正面に来る
ように、位置されている。そして、この図１０（ｂ）の例では、前記子機６４の画面は「
シースルー」タイプ、すなわち、「透過型」になっている。すなわち、視聴者６０は、子
機６４の画面を通して、親機６３の画面をも見ることができるようになっている。したが
って、例えば、視聴者は、親機６３に映画を表示させながら、子機６４に登場人物の会話
を翻訳した字幕（文字）を表示させる、などの利用ができる。また、視聴者６０は、親機
６３にゲームや映画の背景画面を表示させながら、子機６４の画面にゲーム・キャラクタ
ーを表示させること、などもできる。それら以外では、この場合の親機６３の画面と子機
６４の画面との互いの連携・連動の仕方、相互の役割分担は、図１～図９で説明したもの
と同様である。
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【００７３】
　図１０（ｃ）の例では、子機６６が、視聴者６０の眼の正面の位置とその上方の位置と
の間で移動自在になっている。よって、視聴者６０は、子機６６を使用したいときは、子
機６６を眼の正面の位置に持って来て、子機６６を使用しないときは、子機６６を眼の上
方（頭部の上方。図１０（ｃ）の符号６６’で示す位置）に持って来て保持しておくこと
ができる。この場合の親機６５の画面と子機６５の画面との互いの連携・連動の仕方、相
互の役割分担は、図１～図９で説明したものと同様である。
【実施例３】
【００７４】
　本発明の実施例３を図１１に基づいて説明する。図１１において、７１は親機を示して
いる。この親機７１は、外部からの信号（衛星テレビ電波など）を受信する受信部７２、
この受信部７２が受信したデータを受け取って情報処理するＣＰＵ（中央処理装置）７３
、このＣＰＵ７３からのデータに基づいて画面表示する表示部７４、前記ＣＰＵ７３との
間でデータのやり取りをしてデータを記録する外部記憶装置７５、及び、前記ＣＰＵ７３
からのデータを無線で送信する送信部７６から構成されている。
　また、図１１において、７７は子機で、前記送信部７６からの信号に基づいて所定の画
面を表示する。また、７８はリモコン（リモートコントローラ）で、視聴者の指示を親機
７１のＣＰＵ７３に無線送信するものである。このリモコン７８は、子機７７とハードウ
ェア的に一体に形成されていてもよいし、別体に形成されてもよい。
【００７５】
　次に、本実施例３の動作を説明する。この実施例３によっても、実施例１又は実施例２
において説明したのと同様の使用方法が可能である。そして、この実施例３では、親機の
表示画面と「時間軸で関連する画面」（時間軸で親子関係にある画面）を、子機７７に表
示できるようになっている。
　まず、ある動画番組を示す信号（動画像の情報）を乗せた地上波又は衛星テレビ電波が
受信部７２で受信されると、ＣＰＵ７３は、この情報をリアルタイムに親機７１の表示部
７４に表示させると共に、この同じ情報をリアルタイムに外部記憶装置（ハードディスク
装置など）７５に送って記録させる。
　そして、ＣＰＵ７３は、リモコン７８からの指令が「親機７１の画面と同時刻の画面を
子機７７に表示せよ」というものである場合は、親機７１の表示部７４で表示されている
のと時間軸において同時刻の画面を表示するための信号ａ（図１１において、ａは「現在
のデータ」の信号の流れを示す）を、子機７７に送信する。
【００７６】
　また、ＣＰＵ７３は、リモコン７８からの指令が「親機７１の画面より５秒だけ遅れた
画面（５秒だけ過去の画面）を子機７７に表示せよ」というものである場合は、親機７１
の表示部７４で表示されているのと時間軸において５秒だけ遅れた画面（動画像）を表示
するための信号ｂ（図１１において、ｂは「過去のデータ」の信号の流れを示す）を、前
記外部記憶装置７５から読み取って、その信号ｂを子機７７に送信する。
　また、ＣＰＵ７３は、リモコン７８からの指令が「親機７１の画面を５秒だけ巻き戻し
て子機７７で再生せよ」というものである場合は、その指令が発せられた時点から５秒だ
け以前の時点の画面から前記指令が発せられた時点までの動画像の画面を示す信号ｂ（図
１１において、ｂは「過去のデータ」の信号の流れを示す）を、前記外部記憶装置７５か
ら読み取って、その信号ｂを子機７７に送信する。また、ＣＰＵ７３は、この動画像の「
再生」中に、「この再生されている動画像を構成するデータの中のある「ひとこま」の画
面を子機７７に静止画として表示せよ」との指令が前記リモコン７８から発せられたとき
は、その「ひとこま」の画面を静止画として子機７７に表示させる。
【００７７】
　また、ＣＰＵ７３は、リモコン７８から「親機７１の表示部７４に、今現在、表示され
ている場面（ひとこま）を、子機７７の表示部に静止画で表示せよ」という指令が発せら
れたときは、その指令が発せられた時点の親機７１の表示部７４に表示されている画面を
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示す信号ｂを、前記外部記憶装置７５から読み取って、その信号ｂを子機７７に送信して
、子機７７にその静止画を表示させる。
　以上の様々な動作の間、親機１には、動画像の番組が通常のとおり表示されており、そ
の最中に、リアルタイムに又はほぼリアルタイムに、子機に時間軸において関連する情報
（過去の動画像や過去のある時点の静止画像）が表示されるようになっている。
【実施例４】
【００７８】
　次に、本発明の実施例４を図１２に基づいて説明する。この実施例４と実施例３との相
違点は、次のとおりである。すなわち、図１１の実施例３では、受信部７２、ＣＰＵ７３
、外部記憶装置７５、及び送信部７６を、表示部７４とハードウェア的に一体化して、こ
れらの全ての構成要素を、「親機７１」としてハードウェア的に統合している。これに対
して、図１２に示す実施例４では、図１１（実施例３）において受信部７２、ＣＰＵ７３
、外部記憶装置７５、及び送信部７６として示されている構成要素を、表示部７４とハー
ドウェア的に分離して、「ホーム・サーバー（管理用コンピュータ）８１」及びその「外
部記憶装置８２」として独立させたものである。
【００７９】
　すなわち、図１２において、８１は、図１１（実施例３）の受信部７２、ＣＰＵ７３、
外部記憶装置７５、及び送信部７６などの機能を発揮できるホーム・サーバー（管理用コ
ンピュータ）、８２はこのホーム・サーバー８１の外部記憶装置である。また、８３はこ
のホーム・サーバー８１からの信号（有線送信による送信信号）に基づいて画面表示する
ための親機、８４はこのホーム・サーバー８１からの無線信号に基づいて、前記親機８３
の画面と連携した画面をリアルタイムに又はほぼリアルタイムに表示するための子機であ
る。また、８５は、前記子機８４と一体に又は別体に構成され、前記ホーム・サーバー８
１に視聴者からの指令（リクエスト）を無線送信するためのリモコンである。
　ホーム・サーバー８１は、外部のテレビ電波などからの信号（動画像の番組などの）を
、常時、外部記憶装置８２に保存（記録）しながら読み出して、リアルタイムに又はほぼ
リアルタイムに、親機８３に画面表示させる。また、ホーム・サーバー８１は、前記の外
部のテレビ電波などからの信号（動画像の番組などの）を、リアルタイムに又はほぼリア
ルタイムに、子機８４に無線送信して画面表示させるか、又は、部記憶装置８２に保存（
記録）した過去の画像データを読み取ってその過去のデータを子機８４に無線送信して画
面表示させる。
【００８０】
　この実施例４によっても、実施例３とほぼ同様の効果が得られる。すなわち、視聴者が
リモコン８５によって所定のリクエストをすることにより、ホーム・サーバー８１は、子
機８４に、親機８１の画面と連携した様々な画面を表示させる。すなわち、ホーム・サー
バー８１は、子機８４を制御して、例えば、実施例１、実施例２、実施例３などで説明し
たような様々な画面（親機８３の表示内容と関連した内容の画面）を、表示させることが
できる。例えば、ホーム・サーバー８１は、親機８３に表示された画面の一部のみを拡大
して子機８４に表示せさることができる。また、ホーム・サーバー８１は、親機８３に表
示されている動画像を、子機８４において巻き戻して再生させることができる。また、ホ
ーム・サーバー８１は、親機８３において表示されている動画像のある時点の場面を示す
画像を、子機８４において静止画として表示させることができる。
【００８１】
　なお、この実施形態４のホームサーバー８１は、（１）親機８３に表示された「子画面
」の内容を子機８４に送信すること、（２）親機８３に表示された内容と「関連する情報
」（関連するインターネット・ホームページの情報など）を子機８４に送信すること、（
３）親機８３に表示された画像の中の視聴者が指定した「画面の一部」を子機８５に送信
すること、（４）親機８３に表示された複数人の画像の中の「特定の人物の拡大画像」を
子機８５に送信すること、又は、（５）親機８３に表示された画像とは「異なる他のカメ
ラ・アングルで撮像された映像」のデータを子機８５に送信すること、などの機能をも有
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　なお、例えば図１２に示す前記ホームサーバー８１や親機８３から子機８５に画像デー
タを無線送信する場合は、データ量が多いため、伝送にある程度の時間がかかるので、親
機８３の表示内容と子機８５の表示内容との「完全なリアルタイムの連動・連携」は難し
いかもしれないが、「ほぼリアルタイムの連動・連携」は現在の技術でも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】　本発明のコンセプトを示す概念図である。
【図２】　本発明の実施例１を示す概略図である。
【図３】　本実施例１の概念を示す概略ブロック図である。
【図４】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図５】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図６】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図７】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図８】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図９】　本実施例１の動作を説明するための図である。
【図１０】　本発明の実施例２を説明するための図である。
【図１１】　本発明の実施例３を説明するための図である。
【図１２】　本発明の実施例４を説明するための図である。
【符号の説明】
【００８３】
　１　親機（テレビ）．
　１ａ，５ａ，７４　表示部．
　２　受信アンテナ
　３，７，１０　送受信部．
　４　テーブル．
　５　子機（小型表示装置）．
　６　支持台．
　８　スピーカ．
　９，７８，８５　リモコン．
　１１　ＤＶＤプレーヤ．
　２０，７１，８３　親機．
　２０ａ，２１ａ，２２ａ，２３ａ　画面表示部．
　２１，２２，２３，７７，８４　子機．
　３１，３２，３３，４１，４２，４３，５１，５２，５３　無線送受信部．
　７３　ＣＰＵ．
　７５，８２　外部記憶装置．
　８１　ホーム・サーバー（管理用コンピュータ）
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